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地球温暖化の原因の一つとされるＣＯ ２の排出量のうち、日本では家庭部門からの排出量が約１４％

を占める（２００９年度）とされています。当社はリーディングカンパニーとしての社会的責任におい

て、一般家庭からの大幅なＣＯ２排出量削減を、環境配慮型住宅「グリーンファースト」で実現。住ま

い手に無理な負担を強いることなく、快適に暮らしながら改善できることをお客様にお伝えし、価値

観を共有。戸建住宅において２０１０年度実績で１９９０年比４９.４％のＣＯ２排出量削減を実現しまし

た。

「グリーンファースト」推進強化で、

戸建住宅の創エネ設備設置率７０．６％を達成。

太陽光発電システム、燃料電池共に販売実績が業界最多に

日本のＣＯ２排出量は、比較的削減が進んでいる産業部門に比べ、家庭部門では２００９年度時点で

１９９０年比２６.９％も増加しています。産業部門でのＣＯ２排出量削減には限界があるため、一般家

庭などの民生部門で、冷暖房、給湯、照明、家電製品などの改善による一層の削減が急務となりま

す。

当社はこうした事態の改善を図るため、次世代省エネルギー基準をクリアする高い断熱性能と、太

陽光発電システムまたは燃料電池、高効率給湯器を組み合わせて提案。居住時のＣＯ２を５０％以

上削減する環境配慮型の戸建住宅「グリーンファースト」、太陽光発電システムと燃料電池の両方の

採用でＣＯ２１００％削減も可能な「グリーンファースト プレミアム」の普及に努め、太陽光発電システ

ム搭載住宅１万９３１棟、燃料電池２９７４台、２０１０年度実績で販売目標を上回る「グリーンファース

ト」比率７０.６％を達成。ＣＯ２削減に貢献しています。

「シャーメゾン グリーンファースト」の推進で

賃貸住宅でも、太陽光発電システム設置率が１９.０％に向上

これまで年間新設住宅着工戸数の約４割を占めながらも、太陽光発電システムの普及が進んでいな
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私たちは、長年ガスを使い慣れた両親との同居だったので、オール電化ではなくガ

ス併用タイプの「グリーンファースト プレミアム」にしました。暮らし始めたのは、春

とはいえまだ寒いころでしたが、想像以上の心地よさを実感しました。朝、床暖房

のタイマーをセットした１階に下りていくと、それだけで足元と部屋の空気が暖か

い。大きな吹き抜けもあるのに、部屋の暖房をほとんどつけなくても快適に過ごせ

ました。

光熱費は太陽光発電と燃料電池のダブル発電で経済的と聞いていましたが、こま

めにスイッチを切ったりしなくてもマンションでの生活時代とコストが変わらないの

は驚きでした。

今すぐ地球環境に大きな変化が生じることはないと思いますが、それでもオゾン

ホール発生の報道などがあると心配になります。今回の住まいづくりを通じて、Ｃ

Ｏ２排出量の課題や環境問題についての意識が高まりました。「グリーンファースト

プレミアム」は、特別なことをしなくてもそのままで十分エコなのがいいですね。私

たちが建てたこの住まいが、次の世代のために役立っていることを、とてもうれしく

思います。

かった賃貸住宅ですが、当社は業界他社に先駆けて環境配慮型賃貸住宅を推進。高効率給湯器や

オール電化の推進にとどまらず、建物の高断熱化と太陽光発電システムの採用で、快適性と経済

性、環境配慮が実現する「シャーメゾン グリーンファースト」の普及に努めています。

入居者にとっては、太陽光発電による節電効果と余剰電力を電力会社に売電できるため、光熱費の

負担が少なくなるので好評です。オーナー様にとっては、光熱費の抑制とエコな暮らしができる賃貸

住宅として、物件の競争力アップによる経営上のメリットになります。２０１０年度実績は前年度３７１

棟を大きく超え８９０棟、搭載率１９.０％を達成しました。

当社戸建住宅の８８％が住宅エコポイントを利用

当社は一定以上の断熱・省エネ性能を備えた住まいを対象にした「住宅エコポイント制度」を、補助金

申請のサポートも含め積極的にお客様におすすめしました。その結果、２０１０年度の利用率は下期

では戸建請負住宅で８８％、集合（共同）住宅で８６％に達しています。

以前より快適なのに、光熱費がかからない
普段のままが「エコライフ」になっています

 

売電もできてＣＯ ２削減に貢献。賃貸住宅に対する意識が変わりました

転勤に伴い賃貸住宅を探していたところ、積水ハウスの環境配慮型の賃貸住宅があることを知りました。妻

が以前、不動産関係の仕事に携わっていて、エコを意識した賃貸住宅の予備知識があったので、太陽光発
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次へ >21< 前へ

電システムの設置で各住戸が余剰電力を売電できるシステムも少しは知っていました。しかし、入居を検討

する際に説明を受けた電力会社への売電データを見ると、オール電化仕様の場合、ガス代が丸ごと浮く上

に、深夜電力の使用で電気代もかなり安くなるのは大きなメリットだと感じました。以前は戸建住宅を建てて

住んでいたのですが、こちらの物件を参考にしてから建てればよかったと思うくらいです。

家賃は当初予定していた予算より１万円アップしましたが、トータルで考えたら安いと思いました。もちろん、

光熱費だけで入居を決めたわけではありません。ウッドデッキとつながった開放的なリビングやペット対応

の壁や床、吹き抜けのあるステージリビングなど、賃貸住宅の域を超えた分譲住宅並みの設備も気に入って

います。ここに住んで約１年半になりますが、かかった光熱費のここ１年間の平均は毎月わずか３７００円ほ

ど。普段の生活でもモニターを見ると使用している電化製品が何ワット消費しているのか目に見えてわかる

ので節電を心掛けるようにもなりました。

関連項目

「エコ・ファースト企業」として(P.６４)

住宅のエネルギー消費(P.１７８)

居住時のＣＯ２排出削減の取り組み(P.１８５)

「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック２０１０」

特別賞、優秀企業賞受賞

省エネルギー性能、先進性などが評価される同賞で「シャーメゾン エコスタイル クロスソーラー」が特

別賞を受賞。同時に３年連続の特別表彰（優秀企業賞）も受賞しました。
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地球温暖化の原因の一つとされるＣＯ２の排出量のうち、日本では家庭部門からの排出量が約１４％

を占める（２００９年度）とされています。当社はリーディングカンパニーとしての社会的責任におい

て、一般家庭からの大幅なＣＯ２排出量削減を、環境配慮型住宅「グリーンファースト」で実現。住ま

い手に無理な負担を強いることなく、快適に暮らしながら改善できることをお客様にお伝えし、価値

観を共有。戸建住宅において２０１０年度実績で１９９０年比４９.４％のＣＯ２排出量削減を実現しまし

た。

グループ会社でも創エネ・省エネリフォームを推進

約７０万戸の当社既築住宅には、グループ会社である積水ハウスリフォーム（株）が、快適性・経済

性・環境配慮を目指した創エネ・省エネリフォーム工事を実施しています。

２０１０年度は、３月からスタートした住宅エコポイント制度により、さらに創エネ・省エネリフォーム工

事への関心が高まる中、積水ハウスリフォーム（株）独自の「Ｗエコポイント制度 」との相乗効果

で、さらに取り組みが進みました。特に、太陽光発電システムの設置、開口部断熱リフォームの採用

が増え、高効率給湯器、省エネバスへの交換と合わせて、既築住宅からのＣＯ２年間排出量を４８０

３ｔ削減（前年度比約１.５倍）することができました。

※上限を１５万ポイントとして住宅エコポイントと同額を上乗せ。（住宅エコポイント受付終了と同時に終了）

※
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太陽光発電システムに加え、 長寿命のＬＥＤ照明を導入。 

公園とつながる生態系にも配慮

ＣＯ２排出量削減や省エネに貢献する太陽光発電システム、ＬＥＤ照明を

はじめとする最新設備を採用。建物向かいの茶屋ヶ坂公園の自然との調

和にも配慮し、人と自然が共生できる快適な環境を提供しています。

中部地区初の（財）建築環境・省エネルギー機構の「環境共生住宅団地」認定

分譲マンション。「省エネルギー型」「地域適合・環境調和型」の区分で認定を取

得しています。

屋根瓦と一体化し、周辺のまちなみにも美しく調和する当社オリジナ

ルの太陽光発電システムは、その高いＣＯ２削減効果と経済性によ

り、当社住宅のリフォーム工事において採用例が大幅に増えていま

す。

当社が手掛けた四国最大規模の分譲地「グリーンヒルズ湯の山」（松

山市／１９８６年分譲開始）でも、瓦一体型太陽光発電システムを設

置するリフォームが「美しいまちなみを保ちながら、快適で経済的に

暮らせる」と好評で、採用実績が向上しています。

太陽光発電、高効率給湯機、省エネバスなどの先進機器も。 

既存樹木を生かしたプランニング

太陽光発電システムや高効率給湯器、省エネバスなどの先進機器の採

用で、ＣＯ２排出量を大幅に削減。風と光を生かすプランニングが特徴

で、既存樹木の保存・移植や地元産の自然石の石積みで、周辺のまちな

みとの調和を図ります。

瓦一体型太陽光発電システムが

既築住宅のＣＯ２削減を後押し

快適で経済的だから、満足しています

S様ご夫妻 （愛媛県）

省エネになり、売電による経済的なメリットが見込めたので設置しました。設置後は環境に対

する意識が一層高まり、二人で毎日発電量や消費電力量をチェック。ご近所の方とも情報交換

しています。

瓦一体型システムは近隣の方々にも好評です

積水ハウスリフォーム（株）愛媛営業所長 金田 徳光

太陽光発電システムに関心をお持ちのオーナー様へ、国や当社の補助金制度、電力会社の

余剰電力買取制度などの経済性について詳しくご説明することでご理解をいただいています。

「瓦一体型なので、まちなみの景観を乱さない」と近隣の方々にも好評で、次々に設置される

方が増えています。

分譲マンションでも「グリーンファースト」の取り組みを推進

「まちの財産」となる環境と調和した住まいづくりを進める分譲マンション「グランドメ

ゾン」においても、快適性・経済性・環境配慮を実現する「グリーンファースト」の取り組

みを推進しています。

「グランドメゾン自由が丘テラス」 （全１０２戸：名古屋市）

「グランドメゾン高宮」 （全２９戸：福岡市）
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新梅田シティが「平成２１年度チャレンジ２５地域づくり事業」に採択され、

ＣＯ２排出量削減の実証事業に取り組んでいます

当社を含む4社 は、２０１０年３月、新梅田シティ 梅田スカイビル（当社本社所在:大阪市）において

排出するＣＯ２の２５％削減に向けた実証事業を行う「平成２１年度チャレンジ２５地域づくり事業（環

境省）」（以下、「チャレンジ２５地域づくり事業」）に採択されました。大阪府を含む全国６自治体の事

業が選定される中、新梅田シティが大阪府の事業の一つとして選ばれたものです。これにより、冷房

システムの一部の「氷蓄熱システム」への変更、太陽光発電システムの設置等により、約１４％の既

削減分に加え、新たに約７.９％の削減を目指す取り組みを実施。２０１１年２月には本事業対象とな

るすべての機器が稼働しました。また、ビル内３カ所に省ＣＯ２取り組みをわかりやすく説明するモニ

ターを設置し、オフィスワーカーにＣＯ２排出量削減を啓発する活動へつなげています。

当社は「チャレンジ２５地域づくり事業」の経験を生かし、地球温暖化防止の観点から、また改正省エ

ネ法への対応を進めるため、工場・事業所等自社内で使用するエネルギーの削減に取り組んでい

ます。

※積水ハウス（株）、NREG東芝不動産（株）、ダイハツディーゼル梅田シティ（株）、（株）テェルウィンコーポレーションの

４社。このうち、当社の共有持分比率は約４７％。

生産・輸送部門も、積極的にＣＯ ２削減の取り組みを推進しています

当社は住宅部材の生産部門でもＣＯ２排出量削減の取り組みを進めており、地球温暖化防止のため

の国民運動「チャレンジ２５キャンペーン」の趣旨に沿って単位面積当たりのエネルギー使用量原単

位の改善に取り組んでいます。

２０１０年度は、生産部門では工場乾燥炉の熱損失の低減に取り組み、乾燥炉の保温強化を図るとと

もに、ＬＥＤ化を視野に入れ、工場内の照明については、水銀灯による全体照明から蛍光灯による

手元照明への切り替えを重点的に推進。また、燃料として使用する石油（灯油）やＬＰＧをＬＮＧ（液

化天然石油ガス）に切り替えることにより、燃焼時のＣＯ２や窒素酸化物（ＮＯｘ）、硫黄酸化物（ＳＯ

ｘ）の排出量を低減する取り組みや、ボイラー、コンプレッサー、トランスなどのエネルギー消費機器

のインバーター化、高効率機器への更新を継続実施しました。

輸送部門については、２０１１年１月、静岡工場（静岡県掛川市）で生産している５０周年記念商品

「ビー・サイエ」などの主要な部分を占める鉄骨軸組の輸送において、トラックから環境負荷の低い

鉄道へのモーダルシフトの運用を開始。年間７２０棟分の部材輸送を鉄道にモーダルシフトすること

で、従来のトラック輸送と比較してＣＯ２排出量を年間約１６２ｔ削減し、環境負荷を低減することがで

きます。

この取り組みは、センコー（株）、日本貨物鉄道（株）と連携したものです。グリーン物流パートナー

シップ会議とＮＥＤＯ（新エネルギー・産業技術総合開発機構）が行う「平成２２年度 グリーン物流

パートナーシップ普及事業」に採択され、コンテナの一部は、その補助を受けて購入しています。

※
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次へ >21< 前へ

関連項目

循環型社会の形成につながるリフォーム事業(P.２２５)

居住時のＣＯ２排出削減の取り組み(P.１８５)

生産時のＣＯ２排出削減の取り組み(P.１７９)

輸送時のＣＯ２排出削減の取り組み(P.１８２)

事務所で取り組むＣＯ２排出削減の取り組み(P.２０１)
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私たちの豊かな暮らしは、生物多様性の恵みに基づく資源や生態系のもたらすサービスに支えられ

て成り立っています。大量の資材を利用し、自然環境に対して直接的に影響を及ぼす事業活動を伴

う企業であるからこそ、長期的な視野に立って生物多様性と生態系の保全に注力してきました。国連

「国際森林年」にあたる２０１１年においても、引き続き取り組みのレベルを高めていきます。

国内外のサプライヤーへの波及効果を重視しました

これまでに２００万戸を超える住まいを供給してきた当社は、大量の生物由来の原料を使用している

ことを認識した上で、早くから生物の多様性に及ぼす影響を専門家や環境NGOとともに分析。国内

外の多くのサプライヤーに働きかけて協力を求めています。

木材に関しては、サプライヤーとともに違法伐採の防止に配慮して調達。また、住宅地の庭や街路な

どの造園緑化を通じて周辺環境に対して影響を及ぼしていることを認識し、調達する庭木の生産者

に対しても、市場流通の少なかった自生種・在来種の積極的な生産を依頼するなど、サプライヤー

への働きかけを大切にしています。

「持続可能性」を支えるものと位置付け、

２００１年から地道に取り組みを重ねてきました

サステナブル社会の実現は、生態系本来のバランスを基本にしています。まだ生物多様性という言

葉が一般的に浸透していない２００１年から、当社はそれまでの景観重視の庭づくりに、新たに生態

系保全の視点を加えて「５本の樹」計画をスタートさせました。庭は、住まいの中の小さな自然です。

「３本は鳥のために、２本は蝶のために」というメッセージとともに、その地に生息する生き物が好む

自生種、在来種の樹木にこだわった庭づくりを通じて、地域の生態系ネットワークの回復に努めてき

ました。「５本の樹」計画では累計約７１６万本を植樹。１０年前から実行・継続してきた独自の生物多

様性ガイドラインであると自負しています。

ＣＯＰ１０ 「生物多様性交流フェア」に出展

２０１０年１０月には、生物多様性条約第１０回締約国会議（ＣＯＰ１０）に合わせて開催された国際的な

展示会「生物多様性交流フェア」に出展し、当社の取り組みを紹介しました。自社ブース以外にも「ビジネ

スと生物多様性イニシアティブ」や省庁のブースで代表的な企業の実践事例として紹介されるなど、多く

の人々にこれまでの取り組みを認識していただく機会を得ることができました。
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本業の住宅事業で、軸のぶれない取り組みを継続している企業力を評価

昨年はＣＯＰ１０開催ということもあり生物多様性に関する取り組みを急に始めた

企業も多いようですが、積水ハウスは１０年も前から「５本の樹」計画を推進し、ま

た「木材調達ガイドライン」も4年前に制定するなど、生物多様性の重要性に早くか

ら気づき、本業の住宅事業の中で軸のぶれない取り組みをしていることを高く評

価したいと思います。そして、「５本の樹」計画を推進する住宅地では生き物の種

類が増加したことが確認され、木材を供給するサプライヤーでも調達ランクが上

昇するなど、いずれも具体的な成果を着実にあげていることが素晴らしいと思い

ます。

今後は既存の活動を徹底することに加え、さらに新しい活動を展開することを期

待しています。

株式会社レスポンスアビリティ 代表取締役 理学博士 足立 直樹氏

企業による生物多様性の保全やＣＳＲ調達についてのコンサルティングを通じて持続可能な社会に貢献する企

業の活動を支援している。環境省の生物多様性企業活動ガイドライン検討会の委員も務める。

関連項目

「エコ・ファースト企業」として(P.６４)

原材料調達時の配慮(P.２０４)

生態系保全の取り組み(P.２０９)

化学物質の管理(P.２５５)
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私たちの豊かな暮らしは、生物多様性の恵みに基づく資源や生態系のもたらすサービスに支えられ

て成り立っています。大量の資材を利用し、自然環境に対して直接的に影響を及ぼす事業活動を伴

う企業であるからこそ、長期的な視野に立って生物多様性と生態系の保全に注力してきました。国連

「国際森林年」にあたる２０１１年においても、引き続き取り組みのレベルを高めていきます。

環境ＮＧＯと協働、国内外サプライヤーと緊密に連携。

資源戦略と社会的責任の両立を図っています

サプライヤー実態調査から始めて策定した

当社の「木材調達ガイドライン」

現在も続く違法伐採や大規模開発、焼畑農業、人為的な森林火災などで、１年間に１３００万ｈａもの

森林が消失しています。深刻化する自然生態系や生活基盤の破壊を止め、健全な調達による木材

利用を可能にするため、当社は社会的に公正な「フェアウッド 」の調達に取り組んでいます。

２００７年に策定した「木材調達ガイドライン」１０の指針に基づいて、調達する木材を評価。その合計

点で四つ（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ）の調達ランクに分類します。こうした当社の木材評価手法は、サプライヤーに

とっても自社の調達レベル向上のための参考指標として活用され、導入予定木材の評価を依頼され

るケースも増えてきました。こうしたサプライヤーと一体となった調達レベルの改善の結果、最高評

価のSランクの木材も順調に比率を高めています。

※伐採地の森林環境や地域社会に配慮した木材。

（財）地球・人間環境フォーラムと国際環境ＮＧＯ ＦｏＥ Ｊａｐａｎが提唱しています。

森林経営の健全化を図り、国産材を積極活用

国内の森林経営の健全化や、木材輸送に起因するＣＯ２排出量の削減を考慮し、当社は国産材を活

用した合板の積極的な導入をはじめ、国産広葉樹を内装部材に加工するなど、活用の幅を広げてき

ました。こうした取り組みの成果もあり、当社の木材使用量全体に占める国産材の比率は、前年比４

ポイントアップの１９％と増加しています。

※
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を推進。これまで１１０３人が受講しました。

国際環境ＮＧＯ との協働

「木材調達ガイドライン」の策定・運用は国際ＮＧＯと連携して、制定・運用プロセスでも客観

性、透明性を担保してきました。

※ FoE Japan：Friends of the Earth Internationalの日本におけるメンバー団体。

地球規模での環境問題に取り組んでいる。

「木材調達ガイドライン」１０の指針を策定

以下の木材を積極的に調達していきます。

 違法伐採の可能性が低い地域から産出された木材

 貴重な生態系が形成されている地域以外から産出された木材

 地域の生態系を大きく破壊する、天然林の大伐採が行われている地域以外から産出された木材

 絶滅が危惧されている樹種以外の木材

 消費地との距離がより近い地域から産出された木材

 木材に関する紛争や対立がある地域以外から産出された木材

 森林の回復速度を超えない計画的な伐採が行われている地域から産出された木材

 国産木材

 自然生態系の保全や創出につながるような方法により植林された木材

 木廃材を原料とした木質建材

サプライヤーへの説明会と調査継続・改善（ＰＤＣＡ）

木質建材を納入する主要サプライヤー約６０社を対象とした説明会の開催や、各サプライヤー

への調査を毎年継続して実施。納入木材についてのアドバイスや個別指導を重ねることで、調

達レベルの向上を図ってきました。

また、ここ数年のサプライヤー各社の調達レベル向上を踏まえ、２０１１年度は、各ガイドライ

ン項目のこれまでの配点を見直して、より持続可能性の高い木材の調達を実現していくことを

予定しています。また、自社の集成材加工工場においても認証取得に向けた活動を開始しま

す。

関連項目
原材料調達時の配慮(P.２０４)

化学物質の管理(P２５５)

第８回日本環境経営大賞

環境価値創造パール大賞を受賞

当社独自の「木材調達ガイドライン」に基づき、社会的に公正で環境に配慮した

「フェアウッド」調達推進の取り組みが高く評価され、環境価値創造部門の最優秀

賞に該当する環境価値創造パール大賞を受賞しました。

（２０１０年３月 日本環境経営大賞表彰委員会主催）

※
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「シャーウッド住宅」担当者への社内啓発を推進

「木材調達ガイドライン」や「フェアウッド」については、従業員がその意味を十分理解しておく必要が

あります。木造住宅「シャーウッド」の営業職を中心に受講する「シャーウッドアカデミー」で啓発活動

http://localhost/sustainable/2011/theme/bio01.html
http://localhost/sustainable/2011/theme/che.html


私たちの豊かな暮らしは、生物多様性の恵みに基づく資源や生態系のもたらすサービスに支えられ

て成り立っています。大量の資材を利用し、自然環境に対して直接的に影響を及ぼす事業活動を伴

う企業であるからこそ、長期的な視野に立って生物多様性と生態系の保全に注力してきました。国連

「国際森林年」にあたる２０１１年においても、引き続き取り組みのレベルを高めていきます。

生産者と連携・推進してきた「５本の樹」計画の１０年

当社樹木医や環境ＮＧＯと、地域の自生種・在来種を選び、

生物共存型の緑を創出

「５本の樹」計画は、日本の原風景ともいえる「里山」がお手本です。人が自然に全く手を付けないこ

とで環境を保護するアプローチもありますが、国土の狭い日本では、田や畑、小川や雑木林といった

身近な自然といえる「里山」のように、人が手を入れて適切に管理することで、多様な生き物が豊か

な生命をはぐくみ、人もまた季節の恵みを享受できる空間を生み出すことができます。当社は、この

仕組みを庭づくりや庭の手入れにも生かし、各地の気候風土に適した自生種・在来種を中心に植

栽。野鳥や蝶など多くの生き物が庭を訪れ、生態系保全につながり、住まい手も自然の豊かさを楽し

むことができる「５本の樹」計画を２００１年から進めてきました。

環境ＮＧＯからの助言も受けながら、全国規模で展開すると同時に、社員や取引先を対象にした啓

発活動にも力を入れています。樹木医の資格を持つ社員などが講師となり、勉強会や見学会を実

施。知識の向上を図っています。

都市と森・里山を結ぶ「生態系ネットワーク」を推進

在来樹種は１本の樹木でも、野鳥を含め数百種の生き物を養います。「５本の樹」計画は、「生態系を崩さな

い樹種をそろえ、持続可能な社会の実現に貢献している」と、２００６年のグッドデザイン賞（新領域部門）を

受賞しています。
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「５本の樹」計画の植栽例

日本を五つの植栽域に分け、１２０種以上の自生種・在来種を用意

全国「５本の樹 いきもの調査」で効果を検証

「５本の樹」計画の効果を検証するため、当社は専門家との協働

で２００８年９月から「いきもの調査」を実施しています。これは「５

本の樹」計画のまちづくりの前後で、生き物の数を調査し、周辺

環境との違いや、経年による変化を記録し、その効果を検証す

るものです。

調査には住民の方々も参加し、これまでに夏と冬の年２回、仙

台、宮崎など５カ所６分譲地で実施。植えた樹木の成長に伴い、

生き物が次第に増えていきました。

「５本の樹・野鳥ケータイ図鑑」サイトを運営

鳥や蝶、樹木の名前を知らなくても形や大きさ、

色の特徴から検索可能。鳥は鳴き声を再生して

確認することができます。

●鳥２４種（鳴き声も）

●蝶２４種

●樹木９２種

を掲載

１０年間で累計７１６万本の植樹を達成。

「５本の樹」計画がもたらす心地よい暮らし

緑量のバランスを考慮した「５本の樹」計画の庭は、生き物が生息しやすい環境をつくるだけではな

く、住まい手にもメリットをもたらします。

例えば、野鳥のえさ場となる実のなる落葉広葉樹、隠れ場所となる常緑樹を植える場合、落葉広葉
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賃貸住宅でも緑化を推進し、

自然とふれあう暮らしを提案しています

賃貸住宅でも「５本の樹」計画を積極的に推進。景観や環

境と調和する「シャーメゾン ガーデンズ」で、さらに豊か

な住環境づくりを進めます。

樹は夏には緑陰以外にも葉の蒸散作用で冷気を生み出し、冬は葉を落とした枝の間から暖かな日

差しを住まいの中に招いて冷暖房エネルギーの削減に貢献。常緑樹は一年中緑の風景を保ち、目

隠しとなってくれます。また、時間の経過とともに成長する豊かな緑は住環境への愛着をはぐくみ、

住まいやまちの資産価値を高める重要な要素となっています。「５本の樹」計画の推進の結果、この

１０年間の植栽累計は７１６万本に達しました。

当社は、この取り組みの蓄積を「生物多様性保全」の啓発活動として社会に発信しています。ＷEB

サイトから無償でダウンロードすることで授業に活用できる体験型環境教育プログラム「Ｄｒ.フォレス

トからの手紙」、携帯電話で樹木や野鳥の情報を検索できる「 ５本の樹・野鳥ケータイ図鑑」サイト運

営などのほか、２０１０年度は冊子「５本の樹で始めるここちよい暮らし」、生物多様性や命のつなが

りの大切さを伝える絵本「ぐるるるる」を作成。ＣＯＰ１０「生物多様性交流フェア」でも配布しました。

「５本の樹で始めるここちよい暮らし」は、「５本の樹」計画の考え方を、豊かでここちよい暮らし

を切り口に紹介する冊子です。子どもの自然体験と「学ぶ力」（意欲・関心）との関係や、生きも

のの種類の多様さと自然のバランス、などについても紹介しています。

「ぐるるるる」は、生物多様性や命のつながりの大切さを知らせる絵本です。

わたしたちが日常生活において自然から受けている生態系サービスや、植物が種を残すため

にもつ知恵などについてなど、わかりやすいコラムで紹介しています。

室内・屋外のつながりを実感できる植栽計画を進めています

昔の縁側や土間のような中間領域を住まいに設け、「５本の樹」計画の庭づくりで室内・屋外のつな

がりをより実感できる植栽計画を推進しています。季節の移ろいや訪れる鳥たちを、より身近に感じ

られます。
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全国８０社の庭木生産者・造園業者と外来種

に頼らず、生態系を乱さない緑化を推進

当社の「５本の樹」計画に賛同し、生態系を乱さない緑化を推進する約８０社の造園業者や庭木生産

者をネットワーク化し、「５本の樹」計画の庭づくりに使用する樹木を育成していただいています。１０

年前の導入当初は、従来の庭づくりでは雑木と見なされていたため、取り扱いは極めて少ないもの

でしたが、数年かけて苗木から育てる造園業者が増えるなど、現在は普及の体制が確立していま

す。

緑豊かな住環境の創造と「５本の樹」計画による緑の供給を

私たちは、積水ハウスの自然環境保護に貢献する「５本の樹」計画に早くから共

感し、生物多様性を踏まえ２００１年からネットワークによる樹木の生産と造園施

工に取り組んでまいりました。地域に根差した自生種の特性を生かし、里山の環

境を住まいの庭に再生させる思想のもと、まちづくりを通して広く自然と共生する

庭づくりを進め、庭での魅力ある暮らしをお届けすることで、地域とかかわる人と

生態系の共存を進めています。

今後も樹木の供給や造園施工を通じて、緑豊かな住環境の創造に努めていきた

いと考えています。

（有） 山 瑞松園 代表取締役 山  敬明氏

「５本の樹」計画で使用する自生種・在来種を生産する緑化樹生産者。

全国８０社の生産ネットワークを組織。

関連項目

「エコ・ファースト企業」として(P.６４)

原材料調達時の配慮(P.２０４)

生態系保全の取り組み(P.２０９)

化学物質の管理(P.２５５)
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持続可能な循環型社会を構築することは、世界的な課題です。当社は理想の循環型社会の実現に

向けて、資源を最大に有効利用するために住まいを新築同様に再生する取り組みや、建設廃棄物

のゼロエミッション活動を展開しています。

リーディングカンパニーの責任として、

５０年間販売してきた住まいを良質なストックに

２００６年の「住生活基本法」や２００９年の「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」の施行で、良

質な住宅ストックの形成と活用が求められています。当社はこうした社会からの要請に応えるため、

２００７年からオーナー住宅買取再生事業「エバーループ」をスタートさせました。

「エバーループ」は、当社が建築した戸建住宅をオーナー様から買い取り、純正の技術で再生して、

新たなお客様に販売する事業です。建物の長寿命化による資源の有効利用や、建て替えに必要な

エネルギーの削減など、地球環境への負担を軽減するとともに、再生住宅という新たな市場を創

出。高品質で長寿命な住まいを増やすことで、日本の住まいを「循環型」に変えるとともに、良質なス

トックの構築に寄与します。
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「エバーループ」を支える、

２００万戸の販売実績とグループ会社の総合力

「エバーループ」の事業を可能にしているのは、２００万戸という当社の販売実績が支える履歴が明

確で良質な住宅のストックと、積和建設、積和不動産、積水ハウスリフォームというグループ会社の

協力体制です。

高い耐久性を誇る当社の住宅は、築２０年、３０年でも耐震性・断熱性などを向上させたり、内装・設

備に最新技術を採用したりすることで、より安全・安心・快適な住まいに再生可能です。入居後のア

ンケートでは、新築と変わらない品質により、快適に暮らしているという声が多く寄せられています。

さらに、初期の２０年保証が終了した後も、点検・補修を行うことで、１０年ごとの再生保証を継続する

「ユートラスシステム」により、安心にお住まいいただけます。

「エバーループ」は、国が推進する「長期優良住宅先導事業」（既存住宅等の改修）に、フルス

ケルトン再生モデルとして３年連続で採択されました。

「エバーループ」についてお客様に伺いました

仲介手数料が不要で、愛着ある住まいを残せました

F様 （埼玉県）

ご売却に至った経緯をお聞かせください。

「３人家族から２人家族になったため家が広く、庭の手入れも大変に感じてきました。

両親の老後のことも考えて、実家の近くに移り住もうと思ったんです。」

エバーループ（買取）はどのようにお知りになりましたか？ 

また、問い合わせをされたのはなぜでしょうか？

「住み替えを検討しようと思った時に、オーナー情報誌『きずな』で紹介されていたことを思い出し、問

い合わせをしました。

最初は、話だけでも聞いてみようというのが本音でした（笑）よくよく考えてみると不動産業者に知り合

いがいるわけでもなく、どこに聞いたらいいかもわからず不安でしたので、積水ハウスなら安心かなあ

と思いました。」

- 138 -

CSR実践報告　生物多様性の保全



古いものを大切に使うという姿勢に共感しました

M様（埼玉県）

ご期待されていた通りの話が聞けましたか？ また、どのようなことをお話しされたのでしょうか？

「はい、期待通りでした（笑）

エバーループ（買取）の査定方式と一般仲介を比較した場合のメリットやデメリット、売却までの流れな

どを聞きました。」

なぜエバーループ（買取）を お選びいただけたのでしょうか？

「査定金額は一般仲介よりも安かったのですが、金額の差が納得できる

範囲だったこともあり、私たちはエバーループ（買取）の方が良いと思

いました。」

よろしければ具体的に理由をお教えください。

「住み替えなので、一般仲介で予定通り売却できるかが不安でした。一

般仲介査定はあくまでも売却予想金額ですし、売却時期もはっきりしま

せん。それに購入希望の方の都合もありますので、場合によっては仮住まいすることになってしまい

ます。

エバーループ（買取）は売却金額や売却時期が明確で、住み替えの資金計画やスケジュールも立てや

すく、引渡時期も相談できます。また、一般仲介では仲介手数料が必要ですがエバーループ（買取）で

あれば不要ですし、愛着のある家を残せることも大変気に入りました。」

エバーループ（買取）にされて良かったですか？

「良かったと思います。

現居に住まいながら、現居の売却代金で新居の決済ができました。仮

住まいの必要がなく、スムーズに住み替えができたので助かりまし

た。」

ありがとうございました。最後に一言ございましたらお願いします。

「積水ハウスを建てて本当に良かったです。」

エバーループをどこでお知りになりましたか？ 

また、第一印象はいかがでしたか？

「インターネットで知りました。もともと環境問題に興味があり、エバーループの

考えに賛同できると思いました。予算内で希望のエリア、間取りであれば新築

か中古かにはあまりこだわらず探していましたので、検討してみようと思いま

した。」

すぐにエバーループに決められたわけではないのでしょうか？

「はい、そうです。通常の中古住宅とどちらにするか迷いました。」

エバーループをお選びになった理由をお聞かせください。

「新築よりは安い価格で、新築に限りなく近いスペックで、保証（構造躯

体と防水・１０年間）もついた家を手に入れられるのが最大の理由で

す。建築した会社が改修した家なら、より安心だと思いました。また、

間取りのコンセプトや外観、照明計画、収納の広さなどを含めてトータ

ルコーディネートされていて、それらが好みに合っていたので決めまし

た。」

実際に暮らしてみて、住み心地はいかがでしょうか？

「住み心地はいいです。新築同様の断熱仕様ですので、以前に比べて

電気代が安くなりました。それにペアガラス（遮熱断熱複層ガラス）なの

でほとんど結露しません。以前住んでいたマンションでは、冬になると

結露で窓がびっしょりでした。毎朝の結露拭きが日課でしたので、家事

が軽減しました。」

ご入居後のアフターサービスはいかがでしょうか？

「入居して５ヶ月が過ぎましたが、積水ハウスのスタッフが１ヶ月点検、

３ヶ月点検などに来てくれました。なにかあれば、すぐに対応してくれる

と思います（笑）。」
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次へ >21< 前へ

既存の優良ストック住宅流通の活性化と適切な市場形成を目指し、２００８年７月に当社を含め

た住宅メーカー９社（現在は１０社）が「優良ストック住宅推進協議会」を設立（会長は当社の代

表取締役会長 兼 ＣＥＯ 和田 勇）。参加会員共通の「優良ストック住宅」を定義し、共通の査定

方式を用いることで、優良なストック住宅（ブランド名：スムストック）の市場をつくり、普及に努

めています。

関連項目

「エコ・ファースト企業」として(P.６４)

住まいの長寿命化を促進する新技術(P.２２３)

循環型社会の形成につながるリフォーム事業(P.２２５)

「エバーループ」～オーナー住宅買取再生事業(P.２２６)

お住まいを訪れる方はどのような反応をされますか？

「この家はトイレ、お風呂、キッチンなどの設備が全て新品です。フロー

リングや階段などの内装も、一部の窓枠をのぞき新しいので、うちに来

たお客様はみんな新築だと思うようです。新築ではないと言うと、非常

に驚かれますよ。」

エバーループにされて良かったですか？

「今のところ、エバーループにして良かったと心から思っています。１０

年後も変わらずそう思っていられるかどうかは１０年経ってみないとわ

かりませんが、古い物を大切に使う気持ちはもっていたいです。」

住宅ローンや火災保険料については満足されていますか？

「通常の中古住宅だと、住宅ローンを借りるのが難しいのではという懸

念がありましたが、エバーループに申込をすると驚くほどあっさり審査

を通過しました。それに、新築同様の扱いで優遇金利の借入ができたので満足しています。また、火

災保険も新築と同等の割引が受けられ、保険料が安く済んだので良かったです。」

逆に良くなかった点はございますか？

「しいて言えば、築２５年なので当たり前ですが、玄関の段差が少し高

いところや古い窓枠などが残っているところです。でも、それは譲れる

点だと思っています。」

ありがとうございました。最後に一言ございましたらお願いします。

「築１００年を目指してがんばります。」
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持続可能な循環型社会を構築することは、世界的な課題です。当社は理想の循環型社会の実現に

向けて、資源を最大に有効利用するために住まいを新築同様に再生する取り組みや、建設廃棄物

のゼロエミッション活動を展開しています。

分別の徹底で現場の美化を実現。

無駄の「見える化」が、廃棄物削減につながります

当社は、生産、新築施工、アフターメンテナンス、リフォームの各段階で発生する廃棄物のゼロエ

ミッション（埋立処分、熱回収を伴わない単純焼却処分をしないこと）を既に達成しています。ゼロエ

ミッションのために現場で徹底した分別を行っているので、整理整頓が行き届いており、作業効率も

向上しています。

また、資源の無駄をなくすため、廃棄物の排出量をより正確に測定し、管理する、国内初の「ＩＣタグ」

を活用した「次世代型ゼロエミッションシステム」を導入。２０１０年度から全国展開し、運用していま

す。
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当社は施工現場からの廃棄物の回収やリサイクル材の製造を行う

施設として、資源循環センターを全国各地に設置しています。

２０１０年には近畿・東海地域において処理・リサイクル設備を一層

充実させた栗東資源循環センターを滋賀県栗東市に設置。新たな

ニーズを探りながら、リサイクル材の活用範囲を広げています。

国内初、「ＩＣタグ」を活用した

「次世代型ゼロエミッションシステム」を全国展開

電子マニフェストによる廃棄物処理管理体制を構築

国内で不法投棄事件が絶えない中、処理過程を管理し、運搬や処理委託先までのトレーサビリ

ティーを確保することが不適正処理防止のために求められています。当社は、従来の紙マニフェスト

（産業廃棄物管理票）から、インターネットを介して情報交換できる電子マニフェストへ、グループ全

体で切り替え、廃棄物処理の管理を迅速かつ合理的に行っています。

※廃棄物処理法に規定された(財)日本産業廃棄物処理振興センターが運営する電子マニフェストシステム。

新たな拠点、栗東資源循環センターが稼働

新たなリサイクル材が続々誕生。

石膏ボード、陶器瓦端材をリサイクルし、新たな価値を生み出しています

床衝撃音を低減する

「シェルシャットスラブ」の充填材

遮音性に優れ、振動を抑える当社オリジナル特許技術「シャイド５５」の構造材「シェルシャットスラ

ブ」に使用する充填材として、瓦の端材を破砕したリサイクル材を使用しています。これは、賃貸住

宅「シャーメゾン」において、上階から下階へ伝わる衝撃音を低減します。
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１００％リサイクル材のグラウンド白線材

「プラタマパウダー」

住宅の施工現場で発生する石膏ボードの端材と、洗浄後乾燥処理した卵殻を配合・粉砕し、パウ

ダー状にしました。全国の小中学校や公共運動施設などで使用する、グラウンドの白線材として製

品化しました。

■さまざまな形でリサイクル建材を開発、活用

このほかにも当社は自社で発生した廃棄物を再び自社で使用する建材として利用することを推進

しています。たとえば、梱包資材などから回収した樹脂を原料とした住宅部材（瓦桟 や窓額縁な

ど）の生産や、破砕した木端材によるウッドデッキ材の製品化、また、破砕した瓦端材を外壁材やＰＣ

ブロック などの原材料とする利用を進めています。

今後も、分別の徹底とリサイクルルートの再検討によってリサイクルの質を向上させる取り組みを

推進していきます。

※１ 瓦桟（かわらざん）：瓦の固定のために、屋根下地に等間隔で打ち付ける横桟。

※２ ＰＣブロック：プレキャストコンクリートブロック。あらかじめ工場で型に入れて成型したコンクリート部材。

■リサイクル部材の製造・自社利用例

廃梱包材（ポリプロピレン）をシャーメゾンの浴室出入り枠の原料として使用

廃梱包材（ポリエチレン）を２階床ALC防湿シートの原料として使用

廃梱包材（ポリプロピレン）を瓦桟の原料として使用

※１

※２
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次へ >21< 前へ

廃木材を樹脂と混合し、ウッドデッキの原料として使用

廃瓦を外構ブロックの原料として使用

ゼロエミッションのエースに期待する

新築家屋の建設に際して発生する廃材は、もはや積水ハウスにとっては決して廃材とはいえません。

それは新しい資源の創生です。その過程は作業者たちの積極的な参加と「ＩＣタグ」の活用といった新

技術の導入によって磨きをかけていきます。この経験を踏まえてさらに古い家屋の解体で生ずる廃材

の回収に及べば、一企業の運動というより、それはソーシャル・ロジスティクスの世界です。そこでもや

はり解体後の仕分けから輸送といった煩雑な仕事をシステマティックにやってのけることが期待されま

す。そして徹底的な資源の有効利用を目指すことになります。ゼロエミッションのエースには常に時代

と社会の最先端を歩んでほしいと考えています。

関連項目

住まいの価値を維持する長期保証(P.２２２)

資源の循環利用(P.２２８)

グループ全体で取り組むゼロエミッション(P.２３１)

工場ゼロエミッションの取り組み(P.２３５)

新築施工現場でのゼロエミッション(P.２４１)

アフターメンテナンス部門でのゼロエミッション(P.２４５)

リフォーム施工現場でのゼロエミッション(P.２４６)

解体廃棄物の再資源化への取り組み(P.２４７)

居住時の資源有効利用(P.２４８)

事務所における取り組み(P.２５１)
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豊かな環境とコミュニティをはぐくむことは、住宅メーカーの責任であると考え、時とともに住む人の

愛着が増す「経年美化」のまちづくりに取り組んできました。まちづくりにはさまざまな視点が必要で

すが、２０１０年度は、防犯・防災にも効果がある近所付き合いに注目。積水ハウスのまちにおける

良質なコミュニティを「ひとえん」と名付け、体系化して取り組みを推進しました。

「コモン」の思想から始まったまちづくりは

２００５年、「まちづくり憲章」へ

当社のまちづくりには「コモン」（共有）の思想が根底に流れています。「コモンライフ」「コモンシティ」

の名を冠し、人と人との温かなコミュニティを育てるまちづくりを１９７７年から本格的に推進。美しく

調和したまちなみを、そこに暮らす人々が共有し、つながることで、新しいふるさとの創造を目指して

います。それは地域社会や地域の文化をはぐくむ土壌となり、社会資産としての価値を高めていくこ

とにもつながります。

そうした姿勢で取り組んできた当社の思想やノウハウを集約させたのが、２００５年に制定した「まち

づくり憲章」です。「まちづくり基本方針」「まちづくり２４指針」を定め、いち早くまちづくりのガイドライ

ンを設けました。そして「５本の樹」計画や「ｎ×豊か（エヌバイユタカ） 」の設計手法を取り入れ、緑

豊かな共有広場や街路、隣人同士のつながりを意識した環境を設けるなど、時代に先駆けた多くの

まちを展開しています。

※隣地の庭（緑）や周辺環境との「つながり」を考慮しながら、配棟や植栽を計画し、自然とつながる住まいづくりを考え

る設計手法。

時とともに醸成するまちづくりにさまざまな形で取り組んできました

積水ハウスでは小規模なものからマンション、商業施設まで含んだ大規模開発まで、さまざまなまち

づくりに取り組んできました。

ハード面では、個々の住まいの設計はもちろん、コミュニティスペースの規模・配置や、まちなみとし

ての意匠の調和、緑量のバランスを考えた植栽計画などを実施。さらに、まちなみ保全のための建

築協定づくりや季節行事の手伝い、自治運営組織や管理組合の立ち上げなど、ソフト面を支援する

こともあります。生活基盤としてのまちづくりとそこに住む人々の気持ちが調和することで、良質なコ

ミュニティは育っていきます。ハード・ソフト両面から、さまざまな手法を取り入れて、いつまでも住み

続けたいと思えるまちづくりを進めています。

※
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関連項目 「まちづくり憲章」(P.２６２)
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コモンステージ彦根東（滋賀県）

長い年月を経て成長した大ケヤ

キをはじめ、この土地で育った多

くの既存樹木を貴重な資産として

活用。生態系にも配慮しながら、

風格あるまちづくりを行いました。

コモンガーデン草加（埼玉県）

「コモンガーデン草加まちなみガイ

ドライン」により、各棟の形は微妙

に異なっていても、建物全体の色

遣い、オープン外構、豊富な植栽

などにより、ゆったりとした明るい

印象のまちなみを実現。第１７回

草加市まちなみ景観賞（建物景観

部門）を受賞しました。

コモンシティ亀田駅前（新潟県）

巧みな緑の配置と植栽になじむ自

然素材を配し、全体のデザインバ

ランスを図っています。年とともに

育っていく豊かな緑と味わいを増

していく自然素材で、四季の移ろ

いを楽しめるまちを実現しまし

た。

豊かな環境とコミュニティをはぐくむことは、住宅メーカーの責任であると考え、時とともに住む人の

愛着が増す「経年美化」のまちづくりに取り組んできました。まちづくりにはさまざまな視点が必要で

すが、２０１０年度は、防犯・防災にも効果がある近所付き合いに注目。積水ハウスのまちにおける

良質なコミュニティを「ひとえん」と名付け、体系化して取り組みを推進しました。

当社のまちづくりには、歳月を重ねていくごとに価値が高まる「経年美化」の思想が貫かれていま

す。まちなみのデザインや住民同士のコミュニケーションなどを重視して計画。まちの完成後もさま

ざまなサポートによって、住まう人の愛着が高まる「経年美化」のまちづくりを考えています。

毎年、春と秋の年２回、分譲住宅フェア「まちなみ参観日」を開催しています

「まちづくり憲章」に基づいて計画した美しいまちなみを紹介するイベントです。２０１０年度は

戸建住宅１０９会場５６７棟、マンション２５会場４６４戸で開催しました。

「経年美化」のまちづくりを全国で展開
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グランドメゾン伊丹

池尻リテラシティ（兵庫県）

住まう人が自分流に豊かさを発見

し、創造的な生き方を深めていく

ために、菜園ゾーンや「５本の樹」

計画による植栽、「キッズでざい

ん」など、多種多彩な工夫を導入

した全３６８戸の分譲マンションで

す。

エル シエロ アズール（千葉県）

戸建住宅を思わせるテラスハウス

が、円形のコモンスペースを中心

として配置されたシャーメゾンタウ

ン。豊富な緑量とゆとりある環境

が、年月とともに豊かなコミュニ

ティをはぐくんでいきます。

関連項目

分譲住宅フェア「まちなみ参観日」(P.２６４)

「経年美化」のまちづくり(P.２６５)

「n×豊か」のまちづくり(P.２６８)

賃貸住宅のまちづくり(P.２７０)

マンション・都市開発の実例(P.２７１)

「グランドメゾン西九条ＢＩＯ」が「おおさか優良緑化賞」大阪府知事賞、

「大阪サステナブル建築賞」特別賞を受賞

人と自然が共に暮らす庭づくりの提案「５本の樹」計画に基づく

緑化計画や周辺地域を含む環境への配慮が高く評価され、「グラ

ンドメゾン西九条ＢＩＯ」が「第４回おおさか優良緑化賞」（大阪府

主催）で最上位の大阪府知事賞、「第４回大阪サステナブル建築

賞」（大阪府主催）特別賞をダブル受賞しました。中庭には、ケヤ

キやヤマザクラなどの在来樹種やせせらぎを配し、鳥や蝶などと

暮らす豊かな空間を計画。住民同士の憩いの場になって

います。
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豊かな環境とコミュニティをはぐくむことは、住宅メーカーの責任であると考え、時とともに住む人の

愛着が増す「経年美化」のまちづくりに取り組んできました。まちづくりにはさまざまな視点が必要で

すが、２０１０年度は、防犯・防災にも効果がある近所付き合いに注目。積水ハウスのまちにおける

良質なコミュニティを「ひとえん」と名付け、体系化して取り組みを推進しました。

住む人同士の良好な関係まで考慮して、

豊かなコミュニティのあるまちづくりを進めます

当社では、公園の計画や通りのデザイン、個々の住まいの配置などのハード面だけでまちづくりを

考えるのではなく、「コミュニティの育成」というソフト面も大切なテーマとしてとらえ、親から子へ、子

から孫へと住み継がれ、住まい手とともに成長・成熟していくまちづくりを進めてきました。多くの方

が共に住まうまちでは、近所付き合いにもさまざまなスタイルがあるはずです。個々の暮らしを大切

にしながら、付かず離れずのゆるやかな関係の中で「楽しみや喜び」を共有して、豊かな関係を形成

する。それが、当社のまちにおけるコミュニティです。

住民と一緒に取り組む、「ひとえん」が育つまちづくり

良質なコミュニティを築いていくには、公園や集会所など、普段の近所付き合いができる「場」づくり

に加えて、コミュニケーション活性化のための「きっかけ」づくりがポイントです。さらに住民同士のコ

ミュニケーションを継続していくためには、まちの管理等を行う「組織」づくりが大切です。当社は積

水ハウスのまちにおけるコミュニティを「ひとえん」と名付け、これまでのまちづくりの実績で培ってき

た経験やノウハウを「ひとえん」を育てるまちづくりとしてまとめ、今後のまちづくりにも生かしていき

ます。
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開催した

「グリーンカーテンセミナー」

事例紹介 「ひとえん」のまちづくり

コモンステージ弥生が丘（佐賀県：１０８区画）

車道と歩道をうまく分離し、落ち着いた雰囲気を持った１０８区画

の団地です。まちの数カ所に配置された車道の袋小路（クルド

サック）は、通行量の少ない平日の昼間などに、小さな集まり場と

して活用できます。まちの中心に位置するふれあい広場は、ま

ち全体のイベントなどで活用されます。これらの場において、コ

ミュニケーションのきっかけづくりとして住民主体で行う持ち寄り

パーティー「隣人祭り」や、夏を涼しく過ごす「グリーンカーテンセ

ミナー」を開催。「ひとえん」のまちづくりが進んでいます。

２０１０年春から「ひとえん」づくりの

きっかけとして「隣人祭り」を開催

「ひとえん」づくりのきっかけとして有効なイベントが「隣

人祭り」です。「隣人祭り」は、近所同士がオープンス

ペースに食べ物を持ち寄って交流を深める市民運動で

す。フランスのパリで始まり、日本でも２００９年に隣人祭

り日本支部が設立され、広がりつつあります。

当社では、長崎県の分譲地での「隣人祭り」開催後、全

国各地の団地で延べ９６回の「隣人祭り」をサポートしま

した。コミュニティ形成に有効な手段であると確認し、住

民主体の自発的なイベントとして「ひとえん」づくりのメ

ニューに加えました。

（隣人祭り日本支部HP： http://www.rinjinmatsuri.jp）
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「隣人祭り」を契機に

「女子会」「男子会」へと広がる交流。

「子育て期の助け合い」も普通の風景に

緑豊かな羽津山緑地の近くの分譲地「コモンシティ緑丘」では、これまで「隣人祭り」を２回開催。コン

シェルジュ（世話人）として運営に携わっておられる矢田様、土井様、俣野様にお話を伺いました。

関連項目 「ひとえん」によるコミュニティの醸成(P.２６６)

最初は、料理やお菓子をどの程度持ち寄ればいいかなど悩みまし

たが、「自宅の大皿に盛るくらいに」など、次第にルール化されてい

きました。名前や自己ＰＲを書いた名札を付けたり、顔見知りで固ま

らないように来た人から順番に座ってもらったり、ご近所付き合い

が広がるように工夫しています。「隣人祭り」がきっかけでご近所付

き合いも増え、今では、子どもたちを大人全員で見守るような関係

ができています。また、この集まりをきっかけに結婚したご夫婦もい

ますし、「女子会」「男子会」が開催されるなど、お付き合いがどんど

ん広がっています。新しく入居された方とのご近所付き合いのきっ

かけづくりとしても、効果があるので、世話人も交代しながら、これ

からも続けていければよいと思います。

- 151 -

CSR実践報告　ふれあいと「経年美化」のまちづくり

http://localhost/sustainable/2011/theme/tow07.html


住まいは本来、気候風土・地域特性・敷地条件・家族構成・ライフスタイル・ライフステージなど、それ

ぞれ異なる状況のもとに一邸一邸創造されるべきものです。当社は、限られたプランから選ぶので

はなく、出会いから設計・生産・施工・アフターサポートまで、各プロセスを充実させた「邸別自由設

計」の住まいづくりを実践。その姿勢を「コンサルティング・ハウジング」というスローガンに込めて取

り組んでいます。

「コンサルティング・ハウジング」とは

当社が創業以来、大切にしてきた住まいづくりの原点です。地域特性・敷地条件・家族構成・ライ

フスタイル・ライフサイクルなど、それぞれに異なる事情と、お客様一人ひとりの思いを受け止

め、独自の構法と生産システム、ハード・ソフト両面にわたる配慮と提案で、最大の満足を提供

する「邸別自由設計」の住まいづくりの姿勢を表しています。

当社は「地域密着」の観点から、住まいづくりの現場が、できるだけ社会に開かれたものになるよう

にと考え、住まいに関する情報公開や現場見学の機会づくりに努めています。主な拠点となるの

は、全国各地の建築現場や展示場、さらには「住まいの夢工場」などの体験型学習施設です。いず

れも貴重な出会いの場と位置付けています。それぞれに異なる状況下で建築した「邸別自由設計」

の住まいの提案力、構法、品質などに触れ、当社の考え方を知り、納得した上で住まいづくりを始め

ていただけるよう、取り組みを進めています。

「責任施工」で取り組む積水ハウスの住まいづくり

安全・安心・快適な住まいを提供するために、施工品質が重

要であることは言うまでもありません。当社は、住まいの完成

まで全責任を持つ「責任施工」体制を取っています。１００％

出資のグループ会社である積和建設や協力工事店を中心と

した施工体制を確立しています。現場では、現場監督から職

方まで全員が「お客様のために」という志を共有。工程ごとの

手順や社内規則を守り、新たな施工技術の習得、ベテランか

ら若手への技能伝承、資格取得などに取り組み、お客様の安

心と「邸別自由設計」を支える品質向上に努めています。

現場力の強化は、廃棄物分別、現場美化、安全対策、近隣配慮の徹底などにつながり、建築現場に

は積水ハウスの住まいづくりの姿勢が集約されています。当社はオーナー様了承のもと、建築現場

や完成現場をお客様との出会いの場として公開しています。

- 152 -

CSR実践報告　積水ハウスの住まいづくり



展示場だけでは確認できない構造や性能を

「住まいの夢工場」で体験・納得

「住まいの夢工場 」はより良い住まいづくりのための

体験型学習施設です。展示場だけでは確認できない構

造や性能、設備の使い勝手など、さまざまな要素を、実

物の壁や構造に力を加える強度実験や、外壁の耐火実

験などで確認。実際に見て、触れて、楽しみながら学ぶ

ことができます。

※東北・関東・静岡・北信越・関西・山口の６カ所に設置。同様の

体験型施設「住まいの家学館」も東京・神奈川・高知など各地に

展開しています。

住まいの夢工場 年間１１万６９９０人が見学 ※６ヵ所の合計

多彩なテーマ館を設けた「関東 住まいの夢工場」

「関東 住まいの夢工場」には、ＣＯ ２排出量削減や省エネルギーの工夫を紹介する「住まい環境館」、

耐震性を中心とした構造について体験学習できる「Ｂｅ Ｔｅｃｈ館」、子育て家族を想定して生活のヒン

トを提案する「くらしのアイディア館 小林さんち。」、全灯ＬＥＤ照明による新しい住まいの光環境を体

感できる「くらしのあかり館」など、多彩なテーマ館を設置。楽しみながら学べる住まいのテーマパーク

です。

暮らしのイメージと課題の解決手法を提示。

地域との交流拠点にも

モデルハウスは、地域特性や立地環境を踏まえた住まいのあり方や、今後求められるライフスタイ

ルなどを提案する、お客様との出会いの場です。敷地や要望に対する解決手法を具体的に提示して

いるので、住まいづくりのヒントを見つけていただくことができます。平屋から4階建てまで、構造は

鉄骨系・木造系、設計も都市型・郊外型・環境配慮型・ペット共生型・店舗併用型など、多彩なモデル

ハウスを全国で展開しています。

また、モデルハウスをコミュニティサロンとしても活用。オーナー様や地域の方々との交流を深めて

います。

多種多様な住まいを一斉公開。

日本全国積水ハウスデー「住まいの参観日」

より多くのお客様に積水ハウスの実例に触れていただくた

め、１９８９年から２２年にわたり「住まいの参観日」を全国一

斉開催しています。特に２０１０年は創立５０周年を記念して

全国２５１１会場という過去最大規模で開催。オーナー様の協

力のもと、１３万６３３２組ものお客様が訪れました。

若い職方を育成し、匠の技と心を継承

当社運営の訓練校（茨城県知事認定職業能力開発校）では、職方の養成に取り

組んでいます。お客様の満足を実現する匠の技と心を身につけ、工事能力の

強化に貢献しています。 （卒業生累計 ２１３１人）

※
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（展示場数 ４３６カ所）

関連項目

コンサルティング・ハウジング(P.２９８)

さまざまな家族のカタチにあわせたライフスタイル提案(P.３１２)

超高齢社会に向けたさまざまな提案(P.３１６)

お客様とのコミュニケーション(P.３２２)

体験教育の機会を提供する「住まいの夢工場」(P.３８２)

住まいづくりの教室「すまい塾」の開催(P.３７４)

ＷＥＢサイトなどでも情報発信

２０１０年２月、ライフスタイルから考える住まいづくりサイト「 すまい・すまいる 」を開設。豊富な研究成

果やノウハウをもとに、暮らしのヒントや情報を発信しています。サイト閲覧者の意見を募り、その結

果を公開するなど、ユーザー参加型のコミュニケーションサイトです。また、新築の予定がなくても気軽

に受講できる「すまい塾」「Ｗｅｂ すまい塾 」も展開。多くの人に利用されています。
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窓口となる営業担当者は、お客様の多種多様な要件をプラン提案に

反映させるため、まずは丁寧にヒアリングを行います。家族それぞれ

の趣味や好み、ライフスタイル、ライフステージについてはもちろん、

将来の計画や資産活用の意向などについても確認しながら打ち合わ

せを進めます。敷地調査の際は、近隣の建物の状況や周辺環境まで

含めて綿密に確認。これらは、将来の暮らしまで考慮したアドバイス

や提案を行う上で、当社が大切にしているプロセスです。

プランニングの過程では、お客様とのイメージ共有が大事です。営業

および設計担当者のスキルアップはいうまでもなく、それを補完する

各種システムを駆使。例えば、お客様の敷地条件、家族構成、ライフ

スタイルに合わせて最適な環境技術を提案するため、環境シミュレー

ションツールを活用しています。

安全・安心な住まいづくりのために重要な構造計画。耐力壁・梁・柱

などの配置補助・構造計算・納まりチェックなどの機能を備えた独自

の構造計画システムを開発し、活用しています。複雑で独創的なプラ

ンも、構造部材の適正な配置が可能です。生産工場ともデジタルデー

タで連携。精度の高い構造計画により、安全性を盤石なものにしてい

ます。

住まいは本来、気候風土・地域特性・敷地条件・家族構成・ライフスタイル・ライフステージなど、それ

ぞれ異なる状況のもとに一邸一邸創造されるべきものです。当社は、限られたプランから選ぶので

はなく、出会いから設計・生産・施工・アフターサポートまで、各プロセスを充実させた「邸別自由設

計」の住まいづくりを実践。その姿勢を「コンサルティング・ハウジング」というスローガンに込めて取

り組んでいます。

「コンサルティング・ハウジング」とは

当社が創業以来、大切にしてきた住まいづくりの原点です。地域特性・敷地条件・家族構成・ライ

フスタイル・ライフサイクルなど、それぞれに異なる事情と、お客様一人ひとりの思いを受け止

め、独自の構法と生産システム、ハード・ソフト両面にわたる配慮と提案で、最大の満足を提供

する「邸別自由設計」の住まいづくりの姿勢を表しています。

当社は、創業以来「邸別自由設計」を基本としてきました。きめ細かいコンサルティングによって、お

客様それぞれに合わせた住まいを提供するために、ハード・ソフト両面にわたる地道な研究を重ね、

各工程における品質向上に努めています。工業化住宅のメリットを生かして構造安全性を確保しな

がらも、設計の自由度を高めて十人十色の要望に応えるため、独自の構法や生産・施工のシステム

を開発し、進化させてきました。

千差万別の要望に応える「邸別自由設計」
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当社が３０年以上前から取り組んできた「生涯住宅」

思想に基づくユニバーサルデザイン研究は、人間工

学実験の成果に基づき、誰もが安全で快適に暮らせ

る住環境を生み出しています。子どもの成長を促す

工夫を取り入れた「キッズでざいん」は、設計を子ど

も目線で考える研究から生まれました。他にも「省エ

ネ・防災住宅」、ペットと暮らす「ディア・ワン」、共働き

ファミリーのための「トモイエ」など、新しい暮らし方

の研究・提案を進めています。

性能の実験・検証により、新しい技術や素材を開

発しています。構造体の強度を検証する振動台

実験や水平加力実験、独自の部材構成で音の響

きを調節する内装システム実験、屋外暴露によ

る部材の耐候性実験などを通じて、建築技術や

構法などの研究を行い、住宅性能の向上に取り

組んでいます。

独自の構法や新素材、

新しい暮らし方を研究開発する「総合住宅研究所」

住まいの安全性・快適性を追求し、品質の向上を図ることは、住宅

メーカーの使命です。当社は１９９０年に「総合住宅研究所」（京都

府木津川市）を開設。住まいづくりに関するハード・ソフト両分野の

研究開発を行っています。

建築物の振動実験や建材の耐久実験などにより、耐震性や居住性

を検証。自社内での性能検証は、迅速な課題発見と解決につなが

り、独自の３階建て構法「βシステム」や制震システム「シーカス」な

ど、多くの成果を上げてきました。ユニバーサルデザイン、新しい環

境技術や暮らし方の研究にも取り組んでいます。

（２０１０年度 特許出願４２件、２０１０年度末 特許保有９６１件）

多品種少量の「邸別生産」が基本。

生産効率との両立で、高品質な部材を供給

提案力向上につながる国家資格の取得を奨励

提案力向上のため、資格取得を奨励しています。建築士が４８７４人 （一級建築士２１５７人、二級建

築士２７１７人）、お客様に生涯設計などのアドバイスを行うファイナンシャル・プランナーが２８６１

人 （ファイナンシャル・プランニング技能検定1級・２級・３級）在籍しています。

※重複あり。２０１１年４月１日現在

信頼を高める社内資格の取得も推進

さらに、高いハードルを課した社内資格認定制度を設けています。建築計画や意匠・設計監理能力に

優れ、実績のある当社一級建築士の中から厳しい審査を経て認定された「チーフアーキテクト」（７０

人）、ユニバーサルデザインに関する高度な知識・技能を持ち、事業所内で統括・指導にあたる「ＳＨー

ＵＤマスタープランナー」（２５６人）、造園植栽の専門家「グリーンエキスパート」（４５人）などが活躍し

ています。

※

※
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当社の工場では、メーターモジュールによる柱・梁など

の主要構造材や外壁材を生産し、高品質な部材の安

定供給を実現しています。「邸別自由設計」を基本とす

る当社では、工場へのオーダーもお客様の邸名で発

注され、生産がスタートします。

工場ラインの整備、自動化、ハイテクノロジー機器の

導入などにより、多品種少量生産を効率的・合理的に

進めています。また、厳しい基準による原材料の選

定、抜き取り検査など、専任担当者による厳密な品質

管理体制を整備。「コンサルティング・ハウジング」を生

産の側面から支えています。

専任体制と優れた技術が生み出す高い施工品質

住まいの品質は、建築現場における施工の精度によって左右されます。当社では、独自の構法を用

いているため、専門の知識・技能が必要です。「責任施工」体制のもと、当社が１００％出資する積和

建設や、協力工事店を中心とした施工組織を確立。手順やルールを厳密に指定した「施工技術マ

ニュアル」を整備し、高い施工精度を確保しています。常に施工の精度と効率を高める工夫を重ね、

独自の工法や建設機械なども生み出してきました。さらに、各種研修や検定制度により、職方の知識

と技能の向上を促すことで、工事能力の強化を図っています。

関連項目

「住宅防災」への取り組み(P.２７４)

防犯への配慮(P.２７５)

ユニバーサルデザインから「スマート ユニバーサルデザイン」へ(P.２７７)

健康への配慮(P.２８３)

部材生産品質向上のために(P.２８６)

施工品質向上のために(P.２８７)

R&Dの拠点「総合住宅研究所」(P.７７)

社内資格制度(P.３６３)

静岡工場の新製造ライン

２０１０年１１月、静岡工場に５０周年記念商品「ビー・サイエ」な

どの鉄骨構造システムを生産する、１２７台のロボットによる自

動化ラインを導入。従来６０％だった自動化率を９５％に高め

ました。自由設計で受注した住宅ごとに生産を行う「完全邸名

別生産」を実現。レーザーセンサーにより、形状や溶接位置を

毎回確認するなど、製品精度や品質がさらに向上しました。

独自の社内資格や認定制度を設け、施工品質の向上に努めています

安全・安心な住まいづくりのために重要な地盤・基礎。当社では、その調査・設計に携わる技術者向け

に専門の研修を実施し、修了者を認定しています。現在「地盤調査主任技術者」２２８人、「基礎設計主

任技術者」９４６人が活躍しています。また、基礎・外装・内装の施工に携わる職方を対象にした厚生

労働省認定「セキスイハウス主任技能者検定」の合格者は、累計で１万３８７２人に上ります。
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住まいは本来、気候風土・地域特性・敷地条件・家族構成・ライフスタイル・ライフステージなど、それ

ぞれ異なる状況のもとに一邸一邸創造されるべきものです。当社は、限られたプランから選ぶので

はなく、出会いから設計・生産・施工・アフターサポートまで、各プロセスを充実させた「邸別自由設

計」の住まいづくりを実践。その姿勢を「コンサルティング・ハウジング」というスローガンに込めて取

り組んでいます。

「コンサルティング・ハウジング」とは

当社が創業以来、大切にしてきた住まいづくりの原点です。地域特性・敷地条件・家族構成・ライ

フスタイル・ライフサイクルなど、それぞれに異なる事情と、お客様一人ひとりの思いを受け止

め、独自の構法と生産システム、ハード・ソフト両面にわたる配慮と提案で、最大の満足を提供

する「邸別自由設計」の住まいづくりの姿勢を表しています。

当社は長期にわたり住み継いでいただくための保証制度を充実させています。独自に設けた「２０年

保証制度」に加え、１０年ごとの再保証を継続する「ユートラスシステム」を設定。アフターサポートに

関しては、全従業員の約１割を占めるカスタマーズセンターの専任担当者が対応しています。また、

リフォームや建て替え、住み替えに対応する体制も整備し、住宅を供給する企業の社会的責任とし

て、いつまでも安全・安心・快適な暮らしを提供できるよう、取り組んでいます。

「２０年保証制度」と「ユートラスシステム」

長く住み継いでいただくため法定基準以上の保証期間を設定

住宅の瑕疵担保責任が２年しかなかった時代に、当社は構造躯体と防水性能について１０年保証制

度を導入（１９８２年）。その後、２０００年から保証期間をさらに延ばし、２０年保証 を行っていま

す。２０００年に施行された住宅の品質確保の促進等に関する法律（品確法）で義務化された１０年保

※1
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証に、さらに１０年を加えた独自の長期保証制度です。

また、これに先立ち１９９９年には、２０年目以降も１０年ごとの有料点検・有償補修を行うことで、再

保証を継続する「ユートラスシステム 」を創設。長期保証制度を充実させ、住まいを長く住み継い

でいただくためのアフターサポートを徹底しています。

※１ 積水ハウスでは、構造躯体と雨水の浸入を防止する部分について、長期２０年保証（防水については１０年プラス

１０年延長）を適用しています。ただし１０年目の無料点検・有償補修を行うことが前提です。

※２ 「ユートラスシステム」は有料点検・有償補修を行うことで、その後１０年間を保証します。

関連項目

長期優良住宅と品確法

長期優良住宅先導的モデル事業への選定

住まいの価値を維持する長期保証

住宅履歴情報サービス

地域密着で安心を届ける約１４００人のカスタマーズセンタースタッフ

当社では、全国３１カ所 に設けたカスタマーズセンターがアフターサポートを担当しています。全従

業員の約1割を占める１４００人の専任担当者が、入居後の迅速・確実なサポートを行いながら、住ま

いのアドバイザーとして、オーナー様からのさまざまな相談に応じています。基本の定期点検は「３カ

月」「１２カ月」「２４カ月」「１０年」。その他、オーナー様の希望に応じて点検・メンテナンスを行ってい

ます。

※２０１１年４月３０日現在

標準仕様で「長期優良住宅認定制度」に対応

当社の新築住宅は、建物の耐用性能と、利用上の安全性・省エネ

ルギー性などを認定基準とする「長期優良住宅」に、標準仕様 で

対応しています。また、建物の構造や仕様、各種認定などの基本

情報、点検結果や補修記録、メンテナンスプログラムなどを網羅し

た住宅履歴情報の蓄積・更新台帳「いえろぐ」で、オーナー様に代

わって情報の保管や更新を行っています。

※商品型式・地域・プランにより一部対応が異なる場合があります。

「お客様アンケート」を設計・仕様改良などに活用

入居１年目にオーナー様に記入していただく「お客様アンケート」をもとに、サービスや商品の

見直しを行い、関係各部署にフィードバック。キッチンスペースの適切なサイズ設定や、バルコ

ニーのオーバーフロー管の改良など、具体的な設計改善や仕様の改良に生かしています。

※2

※

※
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ニーズに合わせた純正リフォームで「いつもいまが快適」を実現

リフォームの要望には、全国４０カ所に営業所を設け、一貫した住まいづくりの思想を受け継ぐ積水

ハウスリフォーム（株）が対応します。家族構成やライフスタイルの変化に合わせ、間取りの変更や断

熱性など性能向上のためのリフォームを提案。詳細な住宅履歴情報をもとに、高品質の部材や最新

設備を用いて純正リフォームを行います。

愛着ある住まいを社会資産として生かす

積水ハウスの再生住宅「エバーループ」

オーナー様が住まいを売却する際は、建築した当社が適正価格で買い取り、最新仕様に再生し、新

しいオーナー様に引き渡します。住まいの長寿命化とともに、日本の住まいを社会資産として消費型

から循環型に変えていく取り組みです。

オーナー様への情報提供とコミュニケーション

オーナー様に対し、会員制ホームページの開設や定期発行の情報誌を通じて、コミュニケーションを継

続しています。
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関連項目

アフターサービス(P.３０７)

「サステナブル デザイン ラボラトリー」(P.８０)

循環型社会の形成につながるリフォーム事業(P.２２５)

「エバーループ」～オーナー住宅買取再生事業(P.２２６)

お客様とのコミュニケーション(P.３２２)

未来の「安全・安心・快適」な暮らしを長期的視野で研究・検証

●「サステナブル デザイン ラボラトリー」

東京都国立市に設けた「サステナブル デザイン ラボラト

リー」では「エネルギーを効率良く利用する」「地球環境に優

しい材料を使う」「自然と調和した暮らしを楽しむ」をテーマ

に、日本の伝統的な暮らしの知恵に学び、次の時代の住ま

いづくりを模索する研究を進めています。実験による数値

データの検証だけでなく、心地よさの評価など生活者目線で

研究を行っていることが大きな特徴です。

（見学者累計 ５１８１人）

●体験型学習施設「納得工房」

総合住宅研究所（京都府木津川市）内の「納得工房」は、住

まいづくりにおいて大切なことを五感で確認・比較し、理解

を深めることができる施設です。来館者アンケートの結果

は、新たな研究開発や、これからの住まいと暮らしのあり方

の提案に役立てると同時に、生活者データとして広く社会に

発信しています。

（年間来館者 ４万４４１４人）
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当社の住まいの品質は、「運命協同体」として志を共有しているグループ会社、協力工事店の一人

ひとりによって支えられています。全国の積和建設３１社、約７０００社の協力工事店で組織される

「積水ハウス会」とともに、当社はお客様の満足追求という理念のもと、専門知識や技術のレベル

アップを図り、さらなる施工品質の向上や次代を担う人材の育成などに、一丸となり取り組んでいま

す。

「お客様満足（CS）」の向上を、職方全員で考える

一高建設が所属する「東京セキスイハウス会」北支部では、「施工に携わる全員で課題を解決してい

こう」という意識が一人ひとりに浸透しています。技術や安全面についての分科会を設け、毎回班長

を中心に職方全員で課題について話し合い、改善策に取り組んでいます。施工品質については、

「技術ＣＳ分科会」で日ごろ感じているさまざまな課題を協力工事店の代表者全員が施工品質会議

の場で発表。同時に、その解決に向けたスローガンを考案してポスターなどを作成し、周知徹底を

図っています。目的達成までの間、積水ハウスの支店、積和建設、協力工事店の全員が徹底して実

践するので改善のスピードは想像以上に早くなりました。何より「お客様に満足していただける住ま

いづくりのために、現場を変えていこう」という意識を共有することによって、連帯感が強まっている

手応えがあります。

積水ハウスの住まいづくりの現場には、元請け・下請けという概念はありません。互いの立場を尊重

しながら、お客様のために何ができるかという志を持つ「運命協同体」としてはぐくんできた企業風土

が、施工の効率化、現場美化、マナー、安全面の強化などの原動力となっています。施工現場の職

方の自主性も高まり、「この現場では自分たちが積水ハウスの代表だ」という自覚を強く持つことで、

ベテラン、若手共に、現場を訪れるお客様からの質問に対し、より丁寧に、詳しく説明する機会も増

えています。今後も、各工事店に主任検査員やカスタマーズセンター担当者を招いて行う勉強会の

開催などで、さらにＣＳの強化を図っていきます。

早急の課題は若手の育成。目標にしてほしい社内資格取得

現在、一高建設には８人の大工職がいます。積水ハウスとは３３年来のお付き合いですから、ベテラ

ン陣は皆、商品知識が豊富で、現場では若手の技術指導にあたっています。しかし、次第に高齢化

が進み、技術の伝承が課題になってきました。「教育訓練センター・訓練校」での教育や、経験の浅

い職方が受講できる「ＳＴＥＰ研修」、匠の象徴として若手の目標になる「施工マイスター」の認定など

は、住まいの品質をさらに高めるための貴重な仕組みなので、グループ内での一層の活用と浸透を

願っています。

また、若手育成には日々安心して働ける環境づくりも不可欠です。年間工事量の平準化に伴う収入

面の安定や、「セキスイハウス協力会」の積立年金制度などの福利厚生も協力工事店への大きな支

援であり、将来にわたって人材の確保にもつながると考えています。これからも積水ハウス、積和建

設と心を一つに、お客様の満足実現のための協働を続けていきます。
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お客様に名前を覚えていただくことで、自覚が生まれる

私たちは、ヘルメットに自分の名字をひらがなで入れています。現場に

お客様がいらっしゃった時、気軽に声を掛けていただいたり、名前を覚え

ていただけるようにと、約２年前から始めました。お客様からも「話しやす

くなった」と喜ばれています。応対する私たちも、今まで以上に自分の言

葉や行動に責任を持つようになるため、現場にもいい緊張感と活気をも

たらしています。また、現場で名前を知らない職方同士や関係者とのコ

ミュニケーションにも役立っています。支部制になり、より広範囲になっ

たエリア内の各現場へ応援に行く機会が増えたためですが、気兼ねなく

呼び合えるのでチームワークも良くなり、それが仕上がりや効率にも反

映されています。さらに良い現場づくりを推進し、施工品質を高めていき

ます。

■お客様満足を実現する「運命協同体」としての取り組み

住まいづくりに大切な大工の心構えを伝えています

一高建設（株） 内装大工 大津 寛秀

３３年間、積水ハウスの現場一筋で施工品質の向上に努めてきました。内装大工は最初の３年間で

基礎を身につけ、和室の仕上げなどマニュアル通りにはいかない部分については自分のやり方を

見つけて、解決していかなくてはなりません。現場では若手の指導役というより、一緒に住まいづくり

にかかわる同士として、大切な大工の心構えも伝えています。知識や技術の吸収が早いので、可能

性がどこまで伸びるのか楽しみです。

お客様に喜んでいただけるよう、自分の引き出しを多く持ちたい

一高建設（株） 内装大工 大木 信之

内装大工として４年目を迎えました。伝統的和室の造作などでは、もっと自分の技術の引き出しをつ

くらなければと痛感します。定められた施工期間内に、１００％納得できる仕事ができてこそプロだと
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思っているので、大津さんと担当する現場では毎日が勉強です。お客様の一生に深くかかわるこの

仕事のやりがいを大切にして、がんばっていきたいです。

［積水ハウスからの声］

独自の若手育成法を検討中

東京北支店 支店長 宮島 高暢

職方さんの人材確保は早急に取り組むべき課題です。支店としても具体策を検討しており、地元高

校と連携して採用者を「教育訓練センター・訓練校」で養成し、協力工事店が受け入れるような継続

的なシステムの構築について「東京セキスイハウス会」北支部と話し合っています。迅速に問題を解

決できる風土の強みをさらに生かし、今後もお客様の満足向上のためにできることを、着実に実行し

ていきます。

柔軟な協働体制で品質・ＣＳを向上

東京北支店 技術次長 戸田 賢一

東京セキスイハウス会北支部と一体になって取り組む分科会活動の一環として、毎月行っているの

が東京セキスイハウス会北支部幹部と東京北支店五役による各工事店への訪問です。元請け・下

請けという関係ではなく、「運命協同体」として行動しているので、あらゆる局面において柔軟な協働

体制が確立できています。今後も互いに切磋琢磨して品質・ＣＳを高めていきます。

各施工現場の安全対策にも注力

東京北支店 建築係長 松井 教純

施工現場の「安全対策」は、いつお客様がいらしても安心できる現場づくりにつながります。年間安

全衛生計画のもと、労働災害防止の啓発ポスターを、皆で考えたインパクトのあるスローガン入りで

制作。施工現場の目立つ位置に掲示し、連呼しています。お客様に気持ち良く住まいをお引渡しす

るためにも、グループ一体となって無事故を目指します。

都心の施工現場は道路幅や建物間口、隣地間距離に制限がある場合も多いため、施工をスムーズ

かつ安全に行うための工夫と細心の注意が求められます。施工現場で特殊工法が増えてきたとい

う、積和建設東東京（株）の現場を訪ねました。

施工現場は、お客様と交流を生むリアルな展示場

積和建設東東京（株） 代表取締役社長 竹花 嗣生

担当エリアでは年間８００～９００棟の工事を行っていますが、私たちは住まいという商品だけを売っ

ているのではありません。作業がスピーディーかつ丁寧であることはもちろん、施主様や近隣の方と

のあいさつやコミュニケーションも重要です。一人ひとりが安全対策、騒音対策に注力しながら、リア

ルな展示場としての現場づくりを行っています。

近隣配慮と現場美化が、私たちにできる「営業活動」

積和建設東東京（株） 工事部建方工事課 玄 光裕

都心部の工事では近隣の方々への配慮が不可欠です。日曜日は作業を極力行わず、土曜日に作業

を行う場合も、騒音の少ない部材の積み降ろしを中心にするなど、細心の注意を払っています。ま

た、施工現場の整理整頓も安全対策につながる重要な要素で、この近隣配慮と現場美化の徹底は、

私が施工管理者としてできる重要な「営業活動」だと考えています。お客様目線の現場づくりを、これ

からも推進していきます。
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施工品質に直結する安全確認を徹底

（有）筒井工業 職長 筒井 実

住宅密集地の３階建て以上の現場では、先行設置する足場づ

くりやクレーン操作の際、隣地との距離が近いため慎重を期し

ています。職長として心掛けているのは安全確認の徹底で

す。行き届いた安全管理は施工品質の要。結果的にお客様の

住まいの仕上がりにも直結するので、今後も真摯に取り組ん

でいきます。

技術職の模範資格として新設した「施工マイスター」制度

当社施工現場における、会社の規範というべき技能者を表彰する制度として、２０１０年に「施工マイ

スター」制度を創設しました。その目的は、施工現場における「匠」の顕彰と、職方の技能を評価し、

次世代に伝承していくことです。対象者は基礎・外装・内装の技能工で１５年以上のキャリアがあり、

技術、技能に優れ、後進の指導育成に秀でているなど、厳しい認定基準があります。現在、認定者

は全国で４５人。今後も各現場でレベルアップを図り、毎年認定者を選出していく予定です。

関連項目

取引先とのコミュニケーション(P.３２８)

施工現場での労働安全衛生確保(P.３６８)

施工現場の安全衛生活動(P.３７０)

安全衛生教育研修(P.３７１)

労働安全衛生マネジメントシステム(P.３６７)

施工品質向上のために(P.２８７)
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２００６年３月、人事基本方針として「人材サステナビリティ」を宣言。個人の能力や可能性を最大限

に発揮できる環境・仕組みづくりに取り組んでいます。女性の活躍推進やワーク・ライフ・バランスの

取り組みで、従業員一人ひとりがいきいきと働ける職場づくりを目指しています。

「女性活躍推進グループ」が長く活躍できる職場環境をサポート

２００６年の「女性活躍推進グループ」設置から４年以上が経過しました。この間、全国の女性営業担

当者や展示場接客担当者を対象にした交流会の実施など、女性従業員の活性化に向けたさまざま

な取り組みを通じて、いきいきと働く女性たちが増えてきました。日々の働きやすさだけでなく、自分

自身が活躍することで、「もっと積極的に働きたい」と思えるような職場づくりを目指します。

また、人材育成に関しては、同エリアの女性営業推進委員が先輩メンターとして対応し、各エリアの

人員構成に合わせた勉強会を実施するなど、きめ細かな体制を確立。今後もさらに活躍の場を広げ

ていきます。

育児休暇から無理なく復帰できました

２０１０年４月に復帰し、２歳の息子を保育園に預けて働いています。復

帰当初は仕事と育児の両立が不安でしたが、周りのサポートのおかげ

で、お客様にも柔軟に対応できています。「女性営業交流会」で情報交換

できるのも心強いです。復帰後は育児などの経験を住まいづくりの提案

に生かせるため、お客様に親近感を持っていただけるようになりまし

た。こうした経験を生かして、お客様とより良い人間関係を築きつつ、営

業活動に励んでいきます。
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ワーク・ライフ・バランスを支援し、多様な働き方をサポート

２００７年にグループ全体で１５人だった女性管理職数が２０１０年には２８人まで増加。今後も女性の

採用・登用をさらに進めるとともに、その能力を十分に発揮し、長く働き続けられる環境をつくるため

の施策を充実させていきます。

特に、育児支援のための諸制度の充実や、育児休業制度、短時間勤務制度の利用促進の取り組み

などは、能力ある従業員の多様な働き方と活躍機会を増やすという意味でも重要です。積水ハウス

リフォーム（株）では、営業職である「リフォームアドバイザー」を積極的に採用。仕事と育児を両立し

やすい職場環境づくりに向け、「週休３日制」も選択することができる勤務体制を取っており、現在、

全体の約３割がこの制度を利用しています。

今後も男女の区別なく、多様な働き方を推奨していくことで、ワーク・ライフ・バランスの充実につなげ

ていきます。

成功体験の共有が、次の力につながります

展示場メンバーと行うロールプレーイングで常に基本に立ち返り、ご案内

の際の改善点を話し合い、「出会いの舞台づくり」「最高のおもてなし」を

考えています。暮らしに役立つ情報をメンバーで共有し、独自に工夫し

たプレゼンテーション資料も作成。「展示場接客担当者 基礎研修」にも参

加し、成功事例の共有化を図るなど、良い刺激を受けています。お客様

が楽しみながら、夢をより膨らませていただけるような接客で、住まいづ

くりをサポートできるようになることが、今後の目標です。

「展示場接客担当者 特別表彰」

営業部門の表彰基準に「展示場接客担当者 特別表彰」を２０１０年度か

ら設けました。お客様への最高のおもてなしを目標とし、優秀な成績を収

めた社員を表彰する機会をつくり出すことで、さらなるモチベーションアッ

プにつなげています。

「名古屋市女性の活躍推進企業」に認定されました

当社は２０１１年１月、「平成２２年度 名古屋市女性の活躍推進企業」認

定・表彰式で最優秀賞を受けました。意識改革、仕事と生活の調和推進、

女性の活躍の三つの視点で審査され、実績が高く評価されました。

育児の合間でも利用可能な支援プログラムを導入

育児休業者のスムーズな職場復帰と、有意義な育児生活を支援するインターネットプ

ログラム「wiwiw（ウィウィ）」を導入。メニューは、社内情報や職場復帰に役立つ情報、

育児に関する情報のほか、オンライン講座も。休業中も会社との一体感が保てるので

安心できます。
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持続的に力を発揮できる人材活用を推進

新卒採用後に「生産技能職群」「一般事務職群」から「営業技術職群（総合職）」に転換できる「職群

転換（チャレンジ）制度」や、「ここで働きたい」という従業員の意欲を可能な限り尊重し、新たなス

テージで持続的に力を発揮し、活躍できる「人材公募制度」を導入しています。また、退職した従業

員がキャリアを再び生かせる「退職者復職登録制度」、国際的な社会貢献活動に参加する従業員を

支援する「ボランティア休職制度」、年休を２年以上繰り越せる「積立年休制度」なども充実させてい

ます。障がい者雇用率は、算定方法の変更により、２０１０年２月１日時点では１.６６％となりました

が、２０１１年度は部門ごとに雇用枠を設け、改善を図ります。

関連項目

従業員とのコミュニケーション(P.３３５)

人材サステナビリティ(P.３４８)

女性活躍の推進(P.３５０)

ワーク・ライフ・バランスのための制度(P.３５４)

障がい者雇用の推進(P.３５７)

人材育成(P.３５８)

労働安全衛生(P.３６５)

「週休３日制」で、家庭との両立が図れました

お客様の人生の節目となる住環境改善をお手伝いできる「リフォームアドバイザー」の仕事にやりがい

を感じ、入社しました。普段は「週休３日制」を利用し、平日と日曜に休みを取っています。子どもの習

い事への付き添いや家族との時間を持てるので、家庭と仕事のバランスが取れた生活を送っていま

す。職場には子育て中の女性や「週休３日制」の利用者も多く、子どもの病気や親の介護など、互いの

状況をオープンに話し合える環境があります。今後もメリハリのある生活で、仕事もプライベートもより

充実させていきたいです。

男性従業員の制度利用を啓発していきます

男性の育児休業取得促進のため、率先して取得。不安はありましたが、上司、同僚は理解してくれて、

休業中の業務についても快く協力してくれました。２０日間にわたる育児休業の取得で時間に対する

意識が変わり、効率的な仕事の工夫や自己啓発にも前向きに取り組むようになりました。今はなるべく

早く仕事を終えるように心掛け、帰宅後は子どもたちと一緒に過ごす時間を持つようにしています。こ

れから制度を利用しようと考えている男性従業員を応援しつつ、ワーク・ライフ・バランスがより浸透す

る職場の雰囲気をつくっていきたいですね。
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プログラム助成 【 １１団体１４０３万円 】

●こども基金 ５団体６９５万円

●環境基金 ６団体７０８万円

基盤助成 【 １９団体３８０万円 】

●こども基金 ９団体１８０万円 

●環境基金１０団体２００万円

こども基金

●ＮＰＯ法人 アトピッ子地球の子ネットワーク

●ＮＰＯ法人 ＡＤＲＡ Ｊａｐａｎ

●ＮＰＯ法人 ＣＡＰセンター・ＪＡＰＡＮ

●ＮＰＯ法人 国境なき医師団日本

●ＮＰＯ法人 ワールド・ビジョン・ジャパン

環境基金

●ＮＰＯ法人 アサザ基金

●ＮＰＯ法人 白神山地を守る会

●ＮＰＯ法人 日本国際ボランティアセンター

●公益社団法人 日本国際民間協力会（ＮＩＣＣ

Ｏ）

●ＮＰＯ法人 みどり大阪

●ＮＰＯ法人 緑の地球ネットワーク

人々の暮らしと地域社会にかかわる事業を営む当社は、地域と社会の一員として、さまざまな社会

貢献活動を進めています。企業理念の根本哲学「人間愛」を活動理念に掲げ、「住文化向上」「次世

代育成」「環境配慮」を柱に、本業を通じた活動はもちろん、「従業員のボランティア活動、チャリ

ティー参加」「ＮＰＯ・ＮＧＯとの協働、活動支援」「教育機関と連携した教育支援活動」などで、一人ひ

とりの自発的活動が可能な仕組みづくりや、地域に根差した活動を続けています。

社会的活動を担うＮＰＯを支援する従業員との共同寄付制度

「積水ハウスマッチングプログラム」

従業員との共同寄付制度「積水ハウスマッチングプログラム」（会員数約１７００人）を２

００６年度から開始。ＮＰＯなどの団体を支援しています。このプログラムは、従業員が給与から希望

する金額（１口１００円）を積み立て、それに当社が同額の助成金を加えて寄付する仕組みです。「積

水ハウスこども基金」「積水ハウス環境基金」の２基金があり、会員代表で構成する理事会で支援先

を決定します。

「積水ハウスこども基金」は、「子育ての社会的環境整備に向けて従業員が協力、参加している」「Ｎ

ＰＯ法人などからのフィードバックがある」と評価され、第４回キッズデザイン賞 （ソーシャルキッズ

サポート部門）を受賞しました。また、さらに多くの従業員の社会参加を促すため、活動参加情報の

提供など、会員への情報充実を図っています。

※主催 ： ＮＰＯ法人 キッズデザイン協議会

■２０１０年度の助成先

※
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■「積水ハウスマッチングプログラム」の仕組み

小学校の新校舎建設で、こどもたちの学習環境を改善

ＮＰＯ法人ワールド・ビジョン・ジャパン 今村 郁子氏

旧校舎は狭く、吹き込む雨で土の床がぬかるむなど学習環境は劣悪でしたが、新校舎の完成

で環境改善とともに十分な教室数を確保することができました。こどもたちは勉強に集中でき

るようになり、地域コミュニティ全体の教育に対する関心も高まっています。

関連項目 従業員と会社の共同寄付制度「積水ハウスマッチングプログラム」(P.４０９)

こども向けに三つの環境教育プログラムを実施

地球温暖化防止、環境保全を推進するためには、次世代を担うこど

もたちへの啓発活動も大切です。当社は「エコ・ファースト企業」とし

て環境大臣と取り交わした三つの約束を楽しく学べる体験学習プロ

グラムを実施しています。

●温暖化対策と暮らしのかかわりを学ぶ 「いえコロジー」セミナー

●生態系の大切さを学ぶ 「Ｄｒ.フォレストからの手紙」

●資源循環について学ぶ 「トレジャーハントツアー」

障害者週間行事に参画

２００５年から、本社のある梅田スカイビルで開催されている「障害者

週間行事」（後援：内閣府）に参画、運営に協力しています。

「障害者と社会をつなぐシンポジウム」では、「経営戦略としての障

害者雇用」について会場全体での意見交換を実施。行政・企業・ＮＰ

Ｏ・市民がともに考え、話し合う有意義な場となりました。

国際的・文化的なコミュニティづくりを支援する

公益信託「神戸まちづくり六甲アイランド基金」

１９９６年、「六甲アイランドＣＩＴＹ」（神戸市東灘区）と深いかかわりのある当社とＰ＆Ｇ社が共同で、
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関西ブロック 最優秀賞

「雨をひっかける壁」

大阪市立大学大学院

内藤まみさん、

洲崎海さんの作品

関西ブロック 最優秀賞

「めぐりバス」

日本大学大学院

今野和仁さん、

高橋雄也さん、

永嶋竜一さんの作品

神戸市における国際的・文化的なコミュニティづくりに資する事業や活動を助成する基金を設立しま

した。ＮＰＯなど多くの団体の活動を支援しており、２０１０年度は３８件の活動に合計２２００万円を助

成。助成累計は計３億２５７８万円となりました。

■基金の仕組み

「地球にやさしい住生活デザイン

コンペティション」に全国６３大学が参加

２００５年度から、学生とともに住空間デザインを考える産学共働の商品企画プロジェクト「地球にや

さしい住生活デザインコンペティション」に参画、運営に協力。住空間における環境意識を高め、暮

らしの質を向上させる商品の企画、産学の連携強化、学生間の交流促進、若手デザイナーの育成を

主目的に開催しています。

２０１０年度は全国６３大学・２６７作品の応募があり、関東・関西でそれぞれ最優秀賞１作品、優秀賞

１作品などが決定しました。

ＮＰＯ「西山夘三記念すまい・まちづくり文庫」への協力

総合住宅研究所の一角を、日本の住生活研究の礎を築いた故京都

大学名誉教授 西山夘三氏が生涯にわたり収集・創作していた研究

資料約１０万点を保管するＮＰＯ法人 西山夘三記念すまい・まちづく

り文庫（京都府木津川市）に提供し、活動を支援。２００２年から開催

の「すまい・まちづくりフォーラム関西２１」への協賛もその一つで、２

０１０年度までに計２７回、本社のある梅田スカイビルや総合住宅研

究所などで開催。次代のすまい・まちづくりの持続的発展につなが

る情報発信や、市民と専門家、行政と民間、メーカーとユーザーな

ど、新たな関係の構築に寄与しています。
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住まいづくりのための「人づくり」の活動を

積水ハウスの企業理念にある根本哲学「人間愛」に立脚した社会貢献活動を展開

されています。中でも積極性を感じる視点は「参加」と「協働」です。これらの実践

によって、より社会的な「人づくり」に結実するでしょう。

人々の暮らしを支える住まいづくり・まちづくりを進めるためにも、さまざまな市民

活動に触れるのは重要なことですので、今後もこういった支援活動をじっくりと育

てていただけることを期待します。

社会福祉法人 大阪ボランティア協会 事務局長 水谷 綾氏

NPO現場に出向き、運営支援やNPOガバナンス構築に取り組む傍ら、行政との協働、企業のCSR／社会貢献

プログラムづくりにも注力。ISO２６０００国内委員やNPO法人会計基準策定委員など各種委員も歴任。

関連項目

社会貢献活動の考え方・指針(P.３７３)

住文化の向上(P.３７４)

次世代育成(P.３８１)

環境配慮(P.３８８)

社会への啓発活動(P.３９６)

障がい者の自立支援(P.４０１)

NPO・NGOとの協働(P.４０４)

積水ハウスマッチングプログラム(P.４０９)

神戸まちづくり六甲アイランド基金(P.４１３)

チャリティ・義援金・ボランティア(P.４１６)

社会貢献活動社長表彰(P.４２２)
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